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「いつも出てきた順にかけたりわったりしてしまう」
第3学年から「aのb倍がc」という倍関係を基本にした系統的な学習
を組み立てています。

「いつも大きいほうの数を小さいほうの数でわってしまう」
第5学年では1より小さい小数の乗除におけるつまずきの解消を
図りました。（→p34）

におけるポイント
割合の系統

割合のつまずきを解消することを目指して
割合特集②

数量の倍関係（問題の文脈）を正しく把握する技能 が身につくように

割合の系統を組み立て直し，各学年の紙面展開も見直しました。

今回，割合の3つの用法を1つの
単元にまとめ，関係図のかき方を
丁寧に扱いました。

関係図は，問題の文脈にそって
左に「基準量」，真ん中に「割合」，右に「比較量」

aの b倍が c
を書き表したものです。

関係図は，数量の倍関係を把握するとともに，
整数でも小数でも同じように演算を正しく判断
することができるように導入しています。

左側が□のときは
わり算だから……

ことばや図を用いて
倍関係を丁寧にとらえ
なおしています。

3年下 p.14～15

3年下 p.16～17

第1用法

•割合を求める
•aの□倍がc … c÷a=□

第2用法

•比べる量を求める
•aのb倍が□ … a×b=□

第3用法

•もとにする量を求める
•□のb倍がc … c÷b=□

※第5学年では，割合の内容を各学期に配置し，繰り返し習熟を図れるようにしています。

各学年での割合の扱い
3年 「12．何倍でしょう」 （下p.14～19）

・整数の場合の3つの用法
・3要素2段階の順思考の問題

「4の□倍が8」「□の8倍が48」といった整数の範囲に
ついて，第1，2，3用法を学習します。

4年 「８．割合」 （上p.118～123）

・整数の場合の3つの用法
・3要素2段階の逆思考の問題

3年生と同じ整数の範囲で「割合」という用語を導入して，
第1，2，3用法を学習します。（新設）

4年 「12．小数のかけ算やわり算」 （下p.50～51）

・小数の場合の第1用法 「10の□倍が12」といった割合を表す数が小数になる
ときについて，第1用法のみを学習します。

5年 「3．小数のかけ算」 （p.48～49）
　　「4．小数のわり算」 （p.64～65）
・小数の場合の3つの用法
・3要素2段階の順思考の問題

「20の1.6倍が□」「□の0.4倍が60」といった小数の
範囲について，第1，2，3用法を学習します。

5年 「12．割合」 （p.172～183）
・割合の3つの用法
・割合が増減する問題

割合の第1，2，3用法，全体と部分の関係，百分率や
歩合について学習します。

5年 「15．割合のグラフ」 （p.200～209）

・円グラフ，帯グラフ 割合を求めて，グラフに表すことを学習します。

6年 「わくわく算数学習」 （p.6～7）

・割合が増減する問題の復習 割合の復習となる問題を巻頭で扱っています。

6年 「3．分数×分数」 （p.52～53）
　　「4．分数÷分数」 （p.67～69）
・分数の場合の3つの用法 第1，2，3用法を，分数の範囲に広げて学習します。

関係図はどのような図ですか？

基準量 比較量
b倍

a c
ねだん 代金

0.8倍

□円 960円

  関係図を含む，図の系統は次のページで紹介
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1年
基礎操作（加法・減法）

1年 p.156

1年 p.148

2年
テープ図（加法・減法）

2年上 p.64

2年下 p.59

3年
線分図（加法・減法）

関係図（割合の素地）

3年上 p.34

線分図（乗法・除法）

3年下 p.97

3年下 p.18

関係図・線分図（割合）

関係図・数直線テープ図（割合）

関係図・数直線図（乗法・除法）

5年
線分図（相殺・置換）

5年 p.125

5年 p.177

5年 p.284

5年 p.68

5年 p.48

関係図・数直線図（乗法・除法）

6年

6年 p.280

線分図（割合）

6年 p.198

関係図・数直線テープ図（割合）

6年 p.226

6年 p.52

関係図・線分図（割合）

6年 p.69

関係図・数直線図（乗法・除法）

関係図・数直線テープ図（割合）

4年

4年上 p.119

4年上 p.122

4年下 p.40

4年下 p.41

線分図（乗法・除法）

数量関係に着目するために（乗法・除法）
第3学年からは，数量関係に着目して，演算等を考えていく
ことができるようにしています。
数量関係の主なものとしては，次のような３つがあります。

関係①  異種の2量の関係（比例）
関係②  同種の2量の関係（倍・割合）
関係③  全体と部分の関係（割合）

関係①  数直線を2本並べた図（数直線図）
関係②  数直線とテープを並べた図
関係③  線分図

どの場合にも問題文から「aのb倍がc」という文脈を読みとる
ことがとても大切ですので，それを表す関係図を第3学年
から一貫して扱っています。
また，数量の大きさを表した図も問題に即して扱っています。

なお，線分図は，中学校数学でも方程式の立式といった
「等しい関係」をとらえる際に使われます。

基礎操作から図的表現へ（加法・減法）
第1学年から第3学年にかけて，具体的な操作を図的に
表現していく過程を丁寧に示しています。

テープ図や線分図のかき方は，操作の手順と揃うよう
に配慮しています。

数図ブロック（1年） テープ図（2年） 線分図（3年）

テープ図・線分図，数直線図，関係図演算決定に関わる図の系統

3年下 p.14

4年下 p.46
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